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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成27年10月29日(2015.10.29)

【公開番号】特開2014-106249(P2014-106249A)
【公開日】平成26年6月9日(2014.6.9)
【年通号数】公開・登録公報2014-030
【出願番号】特願2012-256728(P2012-256728)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ   5/00     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   5/30     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   5/02     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/1335   (2006.01)
   Ｇ０９Ｆ   9/00     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ    5/00     　　　Ｂ
   Ｇ０２Ｂ    5/30     　　　　
   Ｇ０２Ｂ    5/02     　　　Ｂ
   Ｇ０２Ｆ    1/1335   　　　　
   Ｇ０２Ｆ    1/1335   ５１０　
   Ｇ０９Ｆ    9/00     ３１３　
   Ｇ０９Ｆ    9/00     ３３８　
   Ｂ３２Ｂ    7/02     １０３　

【手続補正書】
【提出日】平成27年9月8日(2015.9.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
光透過性を有する基材と、前記基材の一面に形成された光拡散部と、前記基材の一面にお
いて、前記光拡散部の形成領域以外の領域に形成された遮光層と、を備え、
前記光拡散部が、前記基材側に光射出端面を有するとともに前記基材側と反対側に前記光
射出端面の面積よりも大きい面積の光入射端面を有し、
前記光拡散部の前記光入射端面から前記光射出端面までの高さが前記遮光層の層厚よりも
大きく、
前記光拡散部の前記光入射端面と偏光板が光学接着され、
前記光拡散部の厚さ方向に沿う端面と前記偏光板の厚さ方向に沿う端面とが概ね合ってい
ることを特徴とする偏光子。
【請求項２】
光透過性を有する基材の一面に点在するように複数の遮光層を形成する工程と、
前記基材の一面に、前記遮光層を覆うように光透過性を有するネガ型感光性樹脂層を形
成する工程と、
前記遮光層および前記ネガ型感光性樹脂層を形成した前記基材の一面と反対側の面から
、前記遮光層の形成領域以外の領域を通して前記ネガ型感光性樹脂層に対して拡散光を照
射し、前記ネガ型感光性樹脂層を露光する工程と、
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前記露光が終わった前記ネガ型感光性樹脂層を現像し、前記基材側に光射出端面を有す
るとともに前記基材側と反対側に前記光射出端面の面積よりも大きい面積の光入射端面を
有する光拡散部を前記基材の一面側に形成する工程と、
前記光拡散部の前記光入射端面に、光学接着剤を介して、偏光板を貼着する工程と、
前記基材、前記遮光層、前記光拡散部および前記偏光板を備えた積層体を、その厚さ方
向に沿って切断して、前記光拡散部の厚さ方向に沿う端面と前記偏光板の厚さ方向に沿う
端面とを概ね合わせて配置する工程と、を有することを特徴とする偏光子の製造方法。
【請求項３】
光透過性を有する基材の一面に開口部を有する遮光層を形成する工程と、
前記基材の一面に、前記遮光層を覆うように光透過性を有するネガ型感光性樹脂層を形
成する工程と、
前記遮光層および前記ネガ型感光性樹脂層を形成した前記基材の一面と反対側の面から
、前記遮光層の開口部を通して前記ネガ型感光性樹脂層に対して拡散光を照射し、前記ネ
ガ型感光性樹脂層を露光する工程と、
前記露光が終わった前記ネガ型感光性樹脂層を現像し、前記基材側に光射出端面を有す
るとともに前記基材側と反対側に前記光射出端面の面積よりも大きい面積の光入射端面を
有する光拡散部を前記基材の一面側に形成する工程と、
前記光拡散部の前記光入射端面に、光学接着剤を介して、偏光板を貼着する工程と、
前記基材、前記遮光層、前記光拡散部および前記偏光板を備えた積層体を、その厚さ方
向に沿って切断して、前記光拡散部の厚さ方向に沿う端面と前記偏光板の厚さ方向に沿う
端面とを概ね合わせて配置する工程と、を有することを特徴とする偏光子の製造方法。
【請求項４】
表示体と、前記表示体の視認側に設けられ、前記表示体から入射される光の角度分布を
入射前よりも広げた状態にして光を射出させる視野角拡大部材と、を含み、
前記視野角拡大部材が、請求項１に記載の偏光子で構成されていることを特徴とする表
示装置。
【請求項５】
前記表示体が、表示画像を構成する複数の画素を有し、
前記偏光子の前記光拡散部のうち、隣接する光拡散部間の最大ピッチが、前記表示体の
前記画素間のピッチよりも小さいことを特徴とする請求項４に記載の表示装置。
【請求項６】
前記基材の前記一面と反対側の面に、反射防止層、偏光フィルター層、帯電防止層、防眩
処理層、防汚処理層のうちの少なくとも１つが設けられたことを特徴とする請求項１に記
載の偏光子。
【請求項７】
前記遮光層が、前記基材の一面の法線方向から見て点在して複数配置され、前記光拡散部
が、前記遮光層の形成領域以外の領域に連続して配置されていることを特徴とする請求項
１または６に記載の偏光子。
【請求項８】
前記複数の遮光層が、前記基材の一面の法線方向から見て非周期的に配置されていること
を特徴とする請求項７に記載の偏光子。
【請求項９】
前記遮光層の形成領域には、前記光拡散部の形成領域によって区画された中空部が形成さ
れ、
前記中空部に空気が存在していることを特徴とする請求項１または６～８のいずれか１項
に記載の偏光子。
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